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複合施設ができるのは、東日本大震災から１５年以上が経過する年で
す。何かを取り戻そうという方、新たな何かを始めようという方、た
だ静かに何かに触れたい方など、それぞれのペースで自由な形で「自
分の文化」を創造していける、選択性の高い場所を目指します。
独立性をもちながら、どこかで他者とつながっていられる緩やかな関
係性を有する空間です。

・土壌汚染の可能性のある竜の口層の
着岩面レベルを考慮して地下階を設
定します。また、地下階部分はマッ
トスラブを採用した直接基礎形式と
することで、可能な限り汚染土掘削
をなくし、処分費を最小化します。

・高い地盤支持力を有する地盤に沿
った配置と FL レベルの設定、直
接基礎と改良杭基礎の合理的な組
合せによりコストを縮減します。

・「しま」ごとにバランスよく設けられ
た耐震要素により建物全体で高い
耐震性を確保し、段丘テラスや屋根
は軽快な鉄骨造とすることで空間の
自由度と経済性を両立します。

・設備機器ごとの更新時期のズレを考慮し、部分修繕が可能なバック
アップシステムを構築することで、施設の閉館を最小化します。

・ホールの空調機械室や電気室など、大型機器の設置される設備室は
西側道路、駐車場に面して配置し、機器搬出入を容易にします。

・熱源機は複数台に分割することで、負荷に応じた省エネ運転を可能
にしながら、機能の全停止なく順次更新できる計画とします。

・中央監視設備のオープンシステムプロトコルの採用により、将来の
多様なメーカー仕様の通信に対応できるシステムを構築します。

・OP 会議は市民や様々な関係者が、複合施設でやりたいことや関わ
り方を考え、実現するための機会と仕組みです。設計時から開館ま
で継続して行うことで、利用者コミュニティを形成し、運営サポー
ターや地域文化活動の担い手を育成していきます。

・段丘テラスは直射日光遮蔽でシー
リングの劣化を防ぎ、大規模改修
の際には足場設置の地盤ともなっ
て仮設コストを抑制します。

・受変電設備は屋内型とすることで、
長寿命な電源確保を実現します。

・受変電、室外機スペースは将来増
設スペースを確保し、建物の使い
方の変化にも対応させます。

・設計段階では、設備シャフトと収
納スペースを隣接させ、更新時に
予備スペースとして活用できる柔
軟性の高い計画を行います。

・屋外配管に高耐久樹脂管を採用し、
職人不足を解消する施工手間の削
減と設備の長寿命化を両立します。

・OP 会議を重ねるごとに、施設に関わる人々や周辺施設・
関連施設とのネットワークが形成され、仙台市の文化芸術
や災害文化の拡張・活性化につながります。設計プロセス
を常に見える化する取組みでもあります。

・掘削レベルを浅くすることで、可
能な限り自立シートパイルを山留
に使用します。不透水層を設計段
階で確認し、水の廻り込みを防止
する最適高さで計画します。

・段丘テラスは南面に向かって深い庇となり、夏期の日射を遮蔽しま
す。また、西面の開口率を低く調整されたプランにより熱負荷を抑
制、消費エネルギーの大きい空調負荷を削減します。

・春期：南東、秋期：北北西の卓越風が、主要動線である「かわ」に
沿って流れ、中間期の快適な室内環境をつくります。

・広がりのある段丘テラスの雨水を貯留・活用し、周辺流出負荷の抑
制と水資源の有効利用を図ります。

・熱源機械室は１か所にまとめて効率的な運転を、空調機械室は各ゾ
ーンごとに設けて搬送エネルギーの最小化を図ります。

・ホール、楽屋・練習室、災害文化エリア、ホワイエ・エントランスなど、空
調ゾーニングの最適化と CO2 センサー・ヒト検知センサーなど適切な
センシングの組合せにより、空調運転負荷の低減を図ります。

・クラウド型 BEMS 採用により、専門業者によるエネルギー利用の最
適化・デマンド抑制を図れるシステムを提案します。

・太陽光発電など創エネ技術は、全国平均より短い日照時間を考慮した
上で、効果的な面への設置を提案します。

・主要な動線である「かわ」に面して事務室を配置します。運営スタ
ッフを最小限に抑えつつ、スピーディな対応を可能にします。

・舞台の囲み席、反射板は、ホバーと吊り機構の組合せを想定してい
ますが、設置手間と安全性を考慮して注意深く決定していきます。

・仙台に拠点をもつ事務所が中心となり、仙台市様はじめ様々な関係
者との対話を重ねながら、設計から運用までともに創りあげていく
設計チームをつくります。

・災害メモリアル施設や複合用途公共施設の実績が豊富な事務所、
ホールや展示空間の実績を有する事務所、ランドスケープアーキテ
クト、劇場コンサルタント、クリエイティブディレクターが設計チー
ムを構成し、それぞれの専門性を活かし着実に業務を進めます。

・公共空間の活用や公民連携の知見が豊富なクリエイティブディレク
ターが中心となり、関係者みんなで創るオープンプラットフォーム
会議 (OP会議 ) を企画・運営します。

・様々な事業手法（従来方式、PFI、ECI など）実績のある設計チーム
が建設資材高騰などの社会情勢の変化にも柔軟に対応し、本事業の
実現性を高めます。　

・昨今、公的指標と市場の差異による工事不調が多く発生しています。
設計者による概算算出に加え、他業務でのノウハウを活かした事業
者ヒアリングなどを実施することで、本事業の実現性を高めます。

・着手時概算として予算目安を工事種目ごとに定め、スペック決定の
物差しとします。また中間報告段階で超概算工事費を算出し、実現
性の高い予算策定と経済設計の方向を示します。

・基本設計概算は、主要数量の算出と専門業者見積取得により精度を
高め、また概算後の仙台市様との調整期間を十分に確保します。　

・設計定例打合せや WG などの打合せに大型模型を用いることで、設
計内容や検討事項が共有しやすい環境づくりを行います。

・３次元 CAD による設計を行うことで、立体的に状況を確認し、早
期に課題点を抽出、音響計画ともリアルタイムに共有します。

・日常の主動線となる「かわ」が災害時は帰宅困難者の駅への待機ス
ペースとなるなど、フェーズフリーな施設づくりを行います。

・中心部震災メモリアル拠点の展示空間や市民活動スペースが「かわ」
を中心にオープンな形で施設全体に展開し、防災の裾野を広げます。

・新しい複合施設は年齢や性別、障がい、国籍など様々な違いに関わ
らず、全ての人に開かれたみんなの広場のような施設とします。

・従来のトイレに加え、オールジェンダートイレの整備や子供便器の
設置など誰もが安心して利用できる環境を整備します。

・ホールには車いす席のほか、肘置き可変席を設けるなど、介助が必
要な方や高齢者の利用にも配慮します。

・最初に施設整備関係者と提案の振返りを行い、与条件とプロポーザ
ル提案の擦り合わせを行います。

・設計定例打合せとは別に課題に応じた関係者によるワーキンググル
ープ (WG) 運営（ホールや展示空間など）により、様々な関係者と
密に対話を重ね、要望を整理・反映します。

・定例打合せでは前回課題・次回課題とマイルストーンの確認を必ず
実施し、確実な進捗管理を行います。急な対応にも仙台事務所から
直ちに駆けつけ、関係者に寄り添う設計体制を構築します。

周囲の自然の豊かな環境、まちの骨格を丁寧に読み解き場所をつく
っていきます。目的をもって訪れるだけでなく、目的がなくてもい
つでも誰でも気軽に立ち寄ることのできる、公園のようにみんなに
開かれた心地よい空間を目指します。

新しい文化を個人個人が創造していく、選択性の高い場所
土壌汚染土の処分を最小化し、適切な地盤支持力を得る基礎形式

設備ごとの更新時期を考慮した最適設計

全ての関係者を巻き込むオープンプラットフォーム会議

手入れしやすくフレキシビリティの高い建物づくり

オープンプラットフォーム会議でつくる人と文化のネットワーク拠点

高い地下水位を合理的に掘削する方策

青葉山の自然を活かした省エネ、省ランニングコスト

運営も主役の一員と捉えた顔の見える施設づくりで運営費を抑制

心地よい、自然と建築の中間性を持った場所

豊富な実績と様々な事業手法経験をもつ仙台拠点の設計チーム

設計者としてのコスト管理と市場調査の両輪により事業を実現 大型模型や3次元CADを用いた分かりやすい設計内容の共有

「防災の主流化」を促進するフェーズフリーな施設整備

全ての人が生き生きと利用できるインクルーシブな施設

検討課題に応じた対話型設計プロセスと徹底した工程管理

設計を進める上で特に留意すること

コスト縮減に関する提案

将来の大規模改修を想定した設計上の配慮

2. 青葉山の地形、気候になじませることで合理的につくる

3. 運営面も考慮し、永く使い続けられる施設をつくる

4. 文化芸術の総合拠点・災害文化の創造拠点として、つながりをつくる

1. 大切な事業の実現性を最大化する

人 と 文 化 の 流 れ が 織 り な す 創 造 の 場 を 、 み な さ ん と 共 に つ く り ま す


